
 

 

 

 

 

 

まだまだ暑い日が続いていますが，ふと空を見上げたり，虫の声に耳を傾けたりすると，初秋の

訪れを感じます。 

夏休みが明けて２週間が経ちました。本校の生徒たちは日々生き生きと過ごし，学習面でも部活

動でも，活発な取組が見られています。しかし，悩みやストレスを抱えている子がいないとも限り

ません。慌ただしく毎日が過ぎていく時期であり，心身の疲れから不安定になってしまうことも考

えられます。学校としてしっかり見守り，生徒たちに寄り添った支援をしていきます。 

 

【本校のホームページについて】 

先日，本校のホームページが生まれ変わりました。緊急連絡用掲示板や学校生活の様子，同窓会報

などが随時更新されていますので，是非ご覧ください。なお，スマートフォンからもご覧になれま

す。ＱＲコードから読み取っていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年次選択科目について（普通科）】  

本校では，２年生（専門学科は３年生から）から生徒の進路希望に応える手だての一つとして選

択科目を取り入れた教育課程を編成しています。そのため，夏休みに入る前に普通科生徒を対象に

選択希望調査を行い，２０１９年度の選択科目受講者数を決定させていただきました。その結果は，

下記のとおりとなっております。まだ，具体的な進路について，明確な目標が持てていない生徒も

多いようでしたが，進学希望者は文理選択の第一歩，就職・公務員希望者は自分の進みたい分野の

学習には何が必要かを考えて選択したことと思います。必修科目の学習も大切ですが，進路実現の

可能性を少しでも高めるために，選択科目についてもしっかりと学習に励んでほしいと思います。 

 

科目 人数 

数学Ｂ １９ 

日本史Ｂ ２９ 

世界史Ｂ ３２ 
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ＱＲコード 

スマホからもご覧になれます。 

バーコードリーダー機能で 

読み取ってご覧ください。 



【前期期末考査に向けた勉強会について】 

９月２５日（火）～２８日（金）には，前期期末考査が実施されます。高等学校の学習は自分

の進路に直結するものであり，定期考査に向けた勉強だけではなく，毎日の学習活動（授業態

度・レポート提出・小テストなど）の積み重ねが大切です。そのため，意欲も持って学習に取り

組む必要性を，入学当初からしてきました。また，夏休みに実施された夏季課外講習や夏季補習

では，多くの参加者があり，「勉強の仕方がよく分かった」「自分もやらないと取り残される」等

の声が生徒から聞かれるようになりました。そこで，意欲も持って学習に取り組む生徒の姿勢を

尊重するためにも，下記に示した部活動休止期間を利用して，学年全体で勉強会を行うこととな

りましたので，ご家庭からのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

   日時：９月１８日（火）～２１日（金） 帰りのＳＨＲ終了後～１６時３０分 

    場所：各クラス 

    ※考査期間中の９月２５日（火）～２７（木）についても，実施予定です。 

     詳細については，追って生徒に連絡します。 

 

【今後の主な予定（１学年関係）】 

９月１４日（金）交通安全講話（６校時） 

    １８日（火）考査１週間前，部活動休止（～２７日） 

２０日（木）スクールカウンセラー来校日 

    ２５日（火）前期期末考査（～２８日） 

    ２８日（金）終業式，大掃除 

 

【学年主任として思うこと】           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 前期期末考査まで２週間を切りました。家庭で過ごす時間も有意義にお過ごしください。 

「自尊感情（じそんかんじょう）」という言葉があります。「自尊感情」 

とは，自分には価値があり，かけがえのない存在だと思うことができる感 

情です。人から認められたり，褒められたりすると高まっていくと言われ 

ています。自尊感情が高いと他者を受け入れることができ，物事にも積極 

的に取り組むことができると言われています。自尊感情が低いとその逆に 

なり，学校で問題行動を起こしたり，社会に出てから犯罪を犯したりする 

こともあると言われています。 

自尊感情が高い傾向にある子供には共通点があります。１点目は子供が｢保護者が理解してく

れている｣と感じていることです。保護者が子供との関係を振り返り，気持ちや状況を十分理解

して，自主性や主体性を認め，励ますことができるような支援や助言を心掛けてください。２点

目は，家族とスポーツや料理をしたり，出掛けたりする経験をしているということです。保護者

が子供と一緒に同じ体験をするだけでよいのです。保護者が，家庭での生活の様子を振り返り，

子供の自尊感情や自己肯定感を高めることのきっかけづくりができるような関わりを心掛けて

ください。 

 

 保護者は子供と同じ経験をして，子供を認めたり，励ましたりする言葉をシャワー

のようにかけてください。 


